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遠隔操縦ロボット遠隔操縦ロボット

■■遠隔操縦ロボット遠隔操縦ロボット

危険地帯や災害現場などで活動する遠
隔操縦可能なロボットの開発を行っていま
す。

全周囲の撮像可能なカメラを用いること
で、周囲の環境を把握しながらの操縦が
できます。
しかし、全周囲の画像データのサイズは
大きく、また無線によるデータ転送を行う
ため、データの表示が実際の時間より遅
れてしまいます。そこで、このロボットでは、
未来を予測した画像を操縦者に見せるこ
とで、違和感の無い操縦を可能とします。
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